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「
老
農
時
代
」
の
新
活
用
を 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 
 
 
 

学
園
花
の
村
特
別
顧
問 

津
野
幸
人 

 

農
政
の
新
し
い
ス
ロ
ー
ガ
ン
は
、
農
産
物
の
輸
出
振

興
だ
。
こ
れ
に
異
論
を
唱
え
る
気
は
な
い
が
、
新
規
参

入
の
若
者
が
増
加
し
た
、
と
い
う
事
実
に
は
首
を
か
し

げ
た
く
な
る
。
一
体
、
中
山
間
地
に
あ
る
小
区
画
の
農

地
で
、
ど
の
よ
う
に
し
て
生
産
性
を
向
上
さ
せ
る
の
か
。

過
去
も
現
在
も
日
本
の
農
地
と
農
業
を
守
っ
て
き
た

の
は
兼
業
農
家
で
あ
り
、
老
人
労
力
で
あ
る
と
い
う
事

実
を
直
視
し
て
ほ
し
い
。 

資
本
主
義
発
展
の
原
動
力
で
あ
る
工
業
で
は
、
生
産

性
の
向
上
が
必
須
の
条
件
で
あ
る
が
、
能
率
、
効
率
を

追
求
す
る
行
為
自
体
に
精
神
の
劣
化
を
招
く
要
因
を

含
ん
で
い
る
。
俗
な
言
葉
で
い
え
ば
「
手
抜
き
も
バ
レ

な
き
ゃ
儲
け
だ
」
と
い
う
根
性
だ
。
事
実
、
国
際
的
に

有
名
な
企
業
に
よ
る
デ
ー
タ
ー
改
竄
（
か
い
ざ
ん
）
は

い
く
つ
か
報
道
さ
れ
て
い
る
。
大
企
業
の
社
長
と
幹
部

が
、
「
申
し
訳
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
」
と
テ
レ
ビ
カ
メ

ラ
に
む
か
っ
て
深
々
と
最
敬
礼
を
す
る
の
は
、
も
は
や

珍
し
い
光
景
で
は
な
い
。 

や
や
古
い
話
だ
が
、
京
セ

ラ
名
誉
会
長
の
稲
盛
和
夫
氏
は
、
こ
れ
ま
で
企
業
経
営

者
と
し
て
重
視
さ
れ
た
才
覚
よ
り
も
、
「
人
間
と
し
て

の
基
本
的
な
倫
理
観
を
確
立
し
、
そ
れ
を
守
り
通
そ
う

と
す
る
生
真
面
目
な
社
会
を
つ
く
る
」
こ
と
こ
そ
日
本

を
再
生
す
る
最
善
の
道
と
指
摘
さ
れ
て
い
る
。
（
朝
日

新
聞
・
私
の
視
点
・
〇
二
、
一
〇
、
二
三
）
。
稲
盛
氏

の
い
う
基
本
的
な
倫
理
と
は
、
嘘
を
言
う
な
、
正
直
で

あ
れ
、
と
い
う
子
供
の
頃
に
教
わ
っ
た
規
範
で
あ
る
。

傾
聴
す
べ
き
発
言
だ
と
は
思
う
が
、
生
真
面
目
な
社
会

を
つ
く
る
方
法
論
が
欠
落
し
て
い
る
。 

わ
が
国
の
企
業
は
、
肉
体
労
働
の
日
当
の
安
い
国
へ

工
場
移
転
を
行
な
っ
た
が
、
そ
こ
で
生
産
さ
れ
た
安
価

な
工
業
製
品
が
本
国
経
済
を
直
撃
し
て
い
る
。
ま
た
Ｔ

Ｐ
Ｐ
協
定
で
外
国
農
産
品
の
脅
威
に
さ
ら
さ
れ
て
い

る
の
は
農
業
と
て
も
同
様
で
あ
る
。
こ
の
状
況
の
打
開

策
は
次
の
三
つ
だ
。 

 
第
一
、
科
学
上
の
新
発
見
に
基
づ
い
て
、
こ
れ
ま
で
に

な
か
っ
た
新
製
品
を
造
る
。
―
日
本
の
大
學
改
革
は
こ
の

路
線
で
進
ん
で
い
る
。 

第
二
、
誰
も
が
欲
し
い
も
の
を
作
る
。
―
わ
が
国
で
は

さ
し
当
た
っ
て
は
安
全
で
美
味
し
い
食
品
で
あ
ろ
う
。 

 

第
三
、
再
生
産
の
き
か
な
い
物
を
つ
く
る
。
―
心
の
こ

も
っ
た
工
芸
品
や
身
体
機
能
の
補
助
用
具
な
ど
、
高
齢
化

社
会
へ
の
対
応
を
考
え
れ
ば
商
品
開
発
の
分
野
は
広
大

で
あ
る
。 

 

右
の
第
一
の
策
は
大
量
消
費
財
の
開
発
で
、
従
来
の

経
済
発
展
路
線
か
ら
一
歩
も
出
な
い
。
生
産
技
術
の
拡

散
で
新
製
品
の
優
位
性
は
消
滅
す
る
。 

 

第
二
、
第
三
は
、
き
わ
め
て
生
産
能
率
は
悪
い
が
、

豊
か
な
人
間
味
の
こ
も
っ
た
商
品
を
追
求
す
る
産
業

で
あ
る
。
こ
れ
が
新
し
い
世
紀
の
産
業
と
し
て
最
も
期

待
で
き
る
。
だ
が
、
そ
の
前
提
と
し
て
従
来
の
唯
物
的

発
展
信
仰
を
克
服
す
る
と
こ
ろ
の
新
た
な
価
値
観
の

確
立
が
必
要
だ
。
心
の
こ
も
っ
た
思
い
や
り
の
あ
る
商

品
の
生
産
に
生
き
甲
斐
を
覚
え
る
生
産
者
が
期
待
さ

れ
る
人
間
像
だ
。 

右
の
条
件
は
有
機
農
業
が
満
た
し
て
い
る
と
私
は

思
う
。
農
業
生
産
に
は
手
抜
き
や
数
値
改
ざ
ん
の
入
り

込
む
余
地
が
な
い
。
も
し
あ
る
と
す
れ
ば
農
薬
使
用
の

履
歴
だ
。
だ
が
有
機
農
業
に
は
人
間
の
嘘
は
通
用
し
な

い
。
農
薬
の
有
無
は
虫
食
い
跡
が
証
明
し
て
く
れ
る
。 

 

老
人
の
労
働
に
つ
い
て
Ｗ
Ｈ
Ｏ
（
世
界
保
健
機
関
）

は
面
白
い
実
験
を
や
っ
て
い
る
。
ガ
ン
ガ
ン
仕
事
が
で

き
る
人
に
、
仕
事
を
さ
せ
な
い
で
好
き
な
だ
け
遊
ば
せ

る
。
す
る
と
簡
単
に
成
人
病
の
兆
候
が
表
れ
る
そ
う
だ
。

仕
事
好
き
で
、
そ
れ
に
生
き
が
い
を
感
じ
る
人
は
、
仕

事
に
夢
中
に
な
る
こ
と
で
、
健
康
に
役
立
つ
脳
内
モ
ル

ヒ
ネ
（β

エ
ン
ド
ホ
ル
モ
ン
）
を
作
り
出
す
こ
と
が
で

き
る
と
医
者
は
解
析
し
て
い
る
（
春
山
茂
雄
著
・
脳
内

革
命
）。 

わ
が
国
の
中
山
間
地
域
の
農
業
者
で
六
〇
歳
と
い

え
ば
若
い
方
だ
。
九
〇
歳
を
過
ぎ
て
も
鍬
を
手
放
さ
な

い
人
は
多
い
。
鍬
を
持
ち
大
地
に
立
つ
と
体
に
力
が
漲

っ
て
く
る
の
を
実
感
す
る
。
定
年
で
職
を
離
れ
た
人
は
、

ご
自
身
の
健
康
の
た
め
に
も
小
さ
な
有
機
農
業
を
始

め
ま
し
ょ
う
。 
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庭木として愛されるツゲ (柘植 )の木  
    小  関   栄                                   

一般にツゲの木 (柘、柘植 )は樹液が粘りあるモ  

チノキ科の木であり、植物学上のツゲはツゲ科で、

ホンツゲとして区分されている。    

モチノキ科のツゲには種類が多くイヌツゲ、

ヤマツゲ、オオツゲ、タマツゲなどと多くあり、

四季を問わずに青々としている。だから漢名では

冬青 (dongqing)と呼ばれ名は体を表して面白い。英名は japanese holly

でヒイラキ (柊 )の仲間である。  

ツゲの木は 、日本古来の木で暖地に 多く自

生して年中青々としているので剪定して樹形

を整え庭木にして愛されている。 だが、これ

を主題にした詩歌や俳句が全く見当たらない

のは何故だろう。  

ツ ゲ は 晩 春 に 可 愛 ら し い 淡 黄 色 の 花 (上 の 写

真 ) を付け、夏には豆粒ほどの実になる。木の

質が固いので将棋の駒や櫛に使われ馴染のあ

る木である。  

我が家では沢山の大小の ツゲが庭に 植えられ

風 情 を 添 え て い る 。 ( 左 は ツ ゲ の 木 の 写 真  

30.2.15 撮影 ) 
                     
小雪舞う  緑のツゲも  薄化粧  淡水  

 
 

30 年度布マルチ稲作の取り組み  
学園はなの村  藤本将  

 

 ２９年度は代掻きの不徹底から田んぼに高低差が生じたため布浮かべ灌漑に失

敗、ヒエが繁茂する結果となりました。30 年度はこの失敗に鑑み代掻きを丁寧に

やり布マルチ敷設前後 1 ヶ月あまりは付きっきりで田んぼを管理する体制で臨む

予定。引き続き里山倶楽部には応援をお願いする予定ですが、とりわけスキルの

向上から特定の方には格段のご支援を依頼する予定にしておりますので、どうぞよ

ろしくお願い申し上げます。布マルチ稲作は「学園はなの村 」の理論的指導者で

ある鳥取大学名誉教授津野幸人先生の考案になるもので  

１．  農薬・除草剤を使用しない安全な農法です。  

２．  田の草取りから解放される省力的な農法です。  

３．  美味です。  

４．  人件費を回収できる有利な農法です。  

５．  自然と環境にやさしい農法です。  

布マルチ稲作は学園はなの村が誇るべきニューテクノロジーです。それを私達の

処で実証したいと思っています。 
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富士山世界遺産センター見学 

 

里
山
倶
楽
部
的
幸
福
感 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

溝
口
博
之 

学
園
花
の
村
も
二
十
周
年
、
は
な

の
村
だ
よ
り
も
百
号
と
は
早
い
も
の
で

す
ね
。
私
は
十
数
年
ほ
ど
前
に
「
み
ん

な
で
や
ろ
う
小
さ
な
農
業
」
の
お
誘
い

を
受
け
光
陽
の
里
で
畑
仕
事
を
始
め
ま

し
た
。
仕
事
を
通
し
て
、
食
と
健
康
、

環
境
問
題
は
勉
強
し
て
い
ま
し
た
が
、

実
際
に
無
農
薬
、
有
機
栽
培
を
始
め
て

み
て
改
め
て
健
康
と
環
境
の
基
本
は
農

に
あ
る
、
と
認
識
を
新
た
に
し
た
次
第

で
す
。
し
か
し
、
日
本
の
農
業
は
花
の

村
の
理
想
と
は
格
差
が
広
が
る
一
方
で

す
。
こ
れ
は
本
来
国
民
の
健
康
を
守
る

「
食
」、
特
に
米
の
生
産
が
自
由
主
義
経

済
に
翻
弄
さ
れ
、
金
も
う
け
社
会
か
ら

取
り
残
さ
れ
た
か
ら
で
し
ょ
う
。
労
多

く
し
て
ゼ
ニ
に
な
ら
な
い
か
ら
後
継
者

が育たず
、

一億総サ

ラ
リ
ー
マ
ン
化
し
て
少
子
化
が
進
み
農

地
が
荒
れ
始
め
た
の
で
す
。 

外
国
に
車
を
売
っ
て
設
け
た
ゼ
ニ
で

食
料
を
買
お
う
、
と
い
う
発
想
が
お
か

し
い
の
で
す
が
、
こ
れ
は
国
民
の
幸
福

感
の
質
が
変
わ
ら
な
け
れ
ば
変
わ
っ
て

い
か
な
い
。
物
欲
、
便
利
さ
よ
り
、
人

の
和
や
不
便
を
楽
し
む
、
グ
ル
メ
よ
り

本
来
の
味
を
楽
し
む
・
・
・
と
い
う
よ

う
な
里
山
倶
楽
部
的
幸
福
感
が
広
が
ら

な
け
れ
ば
、
日
本
は
お
ろ
か
人
間
世
界

の
終
末
は
そ
ん
な
に
遠
く
な
い
か
も
し

れ
ま
せ
ん
。 
 

里
山
倶
楽
部
は
過
程
を
楽
し
む
会
だ

と
思
っ
て
い
ま
す
。
米
、
大
豆
、
ゴ
マ

な
ど
の
農
作
物
を
作
っ
て
成
功
し
た
り

失
敗
し
た
り
、
ツ
リ
ー
ハ
ウ
ス
や
ピ
ザ

窯
を
作
る
楽
し
み
利
用
す
る
楽
し

み
・
・
・
今
は
バ
ー
ベ
キ
ュ
ー
ハ
ウ
ス

周
り
の
整
備
を
し
て
、

多
く
の
人
に
楽
し
ん
で

も
ら
え
る
環
境
づ
く
り

に
取
り
掛
か
っ
て
い
ま

す
。
も
う
じ
き
ワ
ラ
ビ

や
タ
ケ
ノ
コ
の
シ
ー
ズ

ン
、
桜
の
シ
ー
ズ
ン
も

始
ま
り
ま
す
。
メ
ン
バ

ー
は
目
標
達
成
に
歯
を
食
い
し
ば
っ
て

頑
張
る
の
は
苦
手
、「
ね
ば
な
ら
な
い
会
」

は
続
か
な
い
で
し
ょ
う
。 

ひ
し
こ
い
て
金
を
追
求
す
る
社
会
は

い
や
で
す
ね
。 

 

活 い

き
粋 い

き

ば
ぁ
ば
の
学
舎

い

え 

柴 

桂
子 

 

 

ま
だ
強
い
遠
州
灘
の
風
の
吹
く 

中
、
蕗
の
薹
が
畑
の
隅
隅
の
あ
ち
こ
ち 

か
ら
芽
を
出
し
、
い
ち
早
く
春
を
知
ら 

せ
て
く
れ
た
。
庭
の
紅
梅
も
満
開
と
な 

り
、
遅
れ
て
白
梅
が
咲
き
始
め
た
。 

椿
や
木
蓮
や
山
茱
萸
の
蕾
も
膨
ら
み
、 

そ
れ
ぞ
れ
か
す
か
な
色
を
付
け
始
め
て 

い
る
。
蜜
柑
は
最
後
の
実
を
鳥
た
ち
が 

中
を
き
れ
い
に
つ
つ
い
て
食
べ
た
。
表 

皮
の
堅
い
ネ
ー
ブ
ル
や
柚
子
が
鳥
に
つ 

つ
か
れ
ず
に
、
冬
中
黄
色
の
実
を
残
し 

て
く
れ
て
い
る
。 

厳
冬
の
中
、
菜
の
花
や
紫
の
茎
の
オ

ー
タ
ム
ポ
エ
ム
が
花
を
咲
か
せ
、
淋
し

く
な
っ
た
冬
の
畑
を
飾
っ
て
く
れ
た
。

畑
の
地
中
に
は
里
芋
、
人
参
、
大
根
、

牛
蒡
が
埋
ま
っ
て
い
る
。
小
松
菜
、
菜

物
が
虫
に
食
べ
ら
れ
た
後
、
残
っ
て
い

る
。
ブ
ロ
ッ
コ
リ
ー
が
遅
ま
き
な
が
ら

実
を
付
け
始
め
た
。
キ
ャ
ベ
ツ
は
虫
に

食
わ
れ
た
後
大
き
な
玉
に
成
長
し
、
眺

め
る
の
が
楽
し
く
収
穫
で
き
ず
に
い
る
。

 

庭
の
半
分
は
専
門
家
に
頼
み
、
念
願

の
台
杉
を
植
え
て
も
ら
っ
た
。
あ
と
半

分
は
駐
車
場
や
花
壇
を
手
作
り
し
、
何

と
か
庭
が
完
成
し
た
。 

１
月
、
外
は
厳
冬
で
も
、
縁
側
の
日

差
し
は
暖
か
か
っ
た
。
歌
会
始
の
儀
式

を
何
年
か
ぶ
り
に
テ
レ
ビ
で
見
る
こ
と

が
出
来
た
。
来
年
の
御
題
が
「
光
」
と

発
表
さ
れ
た
５
分
後
に
、
詠
ん
だ
こ
と

も
な
い
短
歌
が
口
を
衝
い
て
出
た
。 

栄
光
も 

な
き
８
０
年 

縁
側
で 

陽
光
浴
び
て 

針
仕
事
す
る 

栄
光
よ
り
も
陽
光
を
い
っ
ぱ
い
浴
び

る
こ
と
の
で
き
る
今
の
生
活
は
、
人
生

最
良
の
日
々
で
あ
る
。 

皆で育てた蕎麦でパーティー 

「活
い

き粋
い き

ばぁばの学舎
い え

」だより（４） 
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Ⅲ．２９年度会計報告（29／1 ～ 29／12）                   

(単位 円) 

                                           収 入  支 出 

会費収入 53.000 集会室固定資産税 23.300 

（団 体） 

 （個 人） 

10.000 集会室地代 30.000 

43.000 全報連会費  20,000 

推 譲 

 （会 報） 

192.000 美合セミナ参加   10,000 

120.000 会報発行費用  120,000  

（その他）  72.000 総会費    6,000 

会議室使用料  26、700 布マルチ代   82,620  

全報連助成 100.000 布マルチテキスト   30,432 

預金利息    ２ 電気代    3,600 

  香典 10,000 

  切手代ほか   6、112 

    

  剰余    7,156 

 計 345,002     計  345,002 

 預金残 ２０１７年１２月  ５０５，８５３ 

     ２０１６年１２月  ４９８，６９７ 

 差し引き            ７，１５６ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  Ⅰ．２９年度実績（２９/ 1～２９/ １２） 

（１） 里山倶楽部の楽しみながら農業に勤しむ

活動 

・ツリーハウスの建設 

倉馬の里の東側、樹木の一部を利用してツリーハウス 

を作り、市内を眺めながら会食を楽しんでいます。 

・ピザがまの設置 

大石さん、竹尾さんが中心となって精力的に取り組み、

無事完工しました。これまた「倉馬の里」の名物になる

こと請け合い。女性陣の作るピザは絶品 

・集会室の大掃除 

昨年の暮れ急遽集会室の大掃除を敢行しました。これま

た女性陣の活躍で室内は綺麗に整理されました。 

・正月は川根温泉で新年会 

今年も新年会は泊まり込みで湯に浸りながらの新年会。 

翌日は浅間神社で「無事」と「豊作」を祈願しました。    

（２）マルチ稲作の普及活動 

  水管理が容易な初馬地区で推進を図ったが布浮かべ灌漑 

  が不徹底でヒエだらけとなりました。 

（３）はなの村だよりの定期発行 

 2 ヶ月に１回定期発行年６回発行 

（４）食の安全をに関する女性グループとの連携 

強化は緒についたところです。 

  

Ⅱ．３０年度事業計画                                    

（１）昨年設置したツリーハウス・ピザがまを活用した里山 

倶楽部の活動支援                                   

（２）食の安全を求める女性グループとの連携強化 

（３）布マルチ稲作の普及                   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Ⅳ．３０年度資金計画（３０/1～３０/１２）   

                  (単位 円)    

 収 入  支 出 

会費 53.000 集会室固定資産税 23.000 

会員（団体） 

会員（個人） 

10.000 集会室地代 30.000 

43.000 はなの村だより 

発行費用 

80.000 

推 讓 152.000 全報連会費 20.000 

会報発行 

 その他 

80.000 総会費 5.000 

 72.000 布マルチ推進費 40.000 

計 205.000 計 205.000 

 

 はなの村だより 

学園花の村機関紙第１００号春   2018 年３月１日（木） 

編集兼発行人 伊藤公博 メール＃ mitoh@alto.ocn.ne.jp 

電話 ０４２－６３６－８２９０ Ｆａｘ ６３６－８２９１ 

🏣 192-0914 八王子市片倉町９３７－７８ 

 

 

お願い：平成３０年度の年会費 3,000 円を下記へお送りくだ 

さいますようお願い申し上げます。 

宛先：〒215-0011 川崎市麻生区百合丘３－３－１９ 藤本将 

郵便局から送金する場合： 

口座番号 １２３３０ ３８４２７９７１ 

受取人  フジモト ススム 

他金融機関から送金する場合： 

  店名 二三八(読み 二サンハチ) 店番 ２３８  

預金種目 普通預金 口座番号 ３８４２７９７ 

受取人 フジモト ススム 


